
中国の文化Ⅸ 第３回

周
采詩の官と詩経 

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


本
学
の
先
輩
で
あ
る
こ
の
方
は
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
、
初
め
て
あ

る
こ
と
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。そ

の
あ
る
こ
と
と
は
何
か
？

？

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


久
納 

好
孚 (

く
の
う 
こ
う
ふ 

一
九
二
一
～
四
四)

法
政
大
学
専
門
部
法
科
卒
。

一
九
四
四
年
一
〇
月
二
一
日
、
最
初
の

神
風
特
攻
隊
「
大
和
隊
」
隊
長
と
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
か
ら
出
撃
、
戦
死
。

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


靖
国
の

宮
に
み
た
ま
は

鎮
な
る
も

を
り
を
り
帰
れ

母
の
夢
じ
に

久
納
し
ず

久納 好孚 (1921-44)

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


久
納
好
孚
さ
ん
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、

次
の
講
義
で
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
法
政
学
の
探
究
Ｌ
Ａ
」秋

学
期(
金)
五
時
限

久納 好孚 (1921-44)

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


歌
謡
が
伝
え
る
庶
民
の
思
い

恋
の
喜
び
、
暴
政
へ
の
怒
り
、
戦
争
の

悲
し
み
。
古
代
か
ら
、
人
々
は
自
ら
の
思

い
を
歌
に
よ
っ
て
表
現
し
て
き
た
。

八
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
、
現
存
す
る
日

本
最
古
の
和
歌
集
『
万
葉
集
』
に
は
、
天

皇
や
貴
族
の
歌
と
と
も
に
、
庶
民
の
思
い

を
伝
え
る
歌
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。



時
々
の
花
は
咲
け
ど
も
何
す
れ
ぞ

母
と
ふ
花
の
咲
き
て
こ
ず
け
む

右
一
首
防
人
山
名
郡
＊

丈
部
真
麿

＊
山
名
郡
‥
‥
静
岡
県
袋
井
市
一
帯

万
葉
集
巻
二
十(

京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵)

天
平
勝
宝
七
歳
乙
未
＊

二
月
相
替
り
て
筑
紫
に
遣
ら
れ
し
諸

国
の
防
人
等
の
歌

＊
天
平
勝
宝
七
年
‥
‥
西
暦
七
五
五
年

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/k19/image/20/k19s0794.html


葦
垣
の
隈
所
＊
に
立
ち
て
我
妹
子
が

袖
も
し
ほ
ほ
に
泣
き
し
ぞ
思
は
ゆ

右
一
首
市
原
郡
＊
上
丁
刑
部
直
千
国

（
お
さ
か
べ
の
あ
た
い
ち
く
に
）

＊
隈
所(

く
ま
ど)‥

‥

か
げ

市
原
郡‥

‥

現
在
の
千
葉
県
市
原
市

万
葉
集
巻
二
十(

京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵)



こ
れ
ら
防
人
の
歌
は
、
「
内
兵
」(

う
ち

の
い
く
さ
、
近
衛
軍
団
）
と
し
て
天
皇
に

仕
え
た
大
伴
氏
の
一
人
・
大
伴
家
持

（
「
令
和
」
の
出
典
と
な
っ
た
「
梅
歌
の

宴
」
の
序
文
を
書
い
た
大
伴
旅
人
の
長

子
）
が
集
め
、
『
万
葉
集
』
に
収
め
た
も

の
で
あ
る
。

家
持
は
な
ぜ
こ
う
し
た
歌
を
集
め
、
こ

の
歌
集
に
収
め
た
の
だ
ろ
う
か
？

？



大
伴
氏
の
「
言
立
て
」(

誓
詞)

海
行
か
ば 
水
漬
く
屍

山
行
か
ば 

草
生
す
屍

大
君
の
辺
に
こ
そ
死
な
め

か
へ
り
み
は
せ
じ

大
伴
家
持
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
の
一
節
＊

(

万
葉
集
巻
十
八)

＊
天
平
二
一
年(

七
四
九)

、
奈
良
東
大
寺
の
仏
像

を
金
メ
ッ
キ
す
る
の
に
必
要
な
金
鉱
が
陸
奥

（
岩
手
県
の
玉
山
金
山
）
で
発
見
さ
れ
た
。
そ

の
知
ら
せ
を
受
け
た
聖
武
天
皇
は
「
陸
奥
国
出

金
詔
書
」
を
下
し
て
群
臣
の
昇
叙
を
行
っ
た
。

当
時
越
中
国
守
で
あ
っ
た
大
伴
家
持
は
、
長
歌

「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
を
作
り
、
金
鉱
の

発
見
を
祝
賀
し
、
皇
統
を
賛
美
し
た
。
そ
の
中

に
詠
ま
れ
て
い
た
の
が
「
詔
書
」
に
も
引
か
れ

た
大
伴
氏
の
「
言
立
て
」
（
誓
詞
）
で
あ
る
。



古
代
歌
謡
の
世
界

六
六
三
年
、
古
代
史
上
、
最
大
の
対
外

戦
争
と
な
っ
た
白
村
江
の
戦
い
が
起
こ
り
、

中
国
や
朝
鮮
半
島
と
の
緊
張
が
高
ま
る
と
、

日
本
の
朝
廷
は
、
防
人
と
し
て
東
国
か
ら

数
千
人
の
若
者
を
徴
用
し
、
九
州
一
帯
の

防
衛
に
当
た
ら
せ
た
。

「
内
兵
」
の
家
に
生
ま
れ
た
大
伴
家
持

は
、
七
五
五
年
（
天
平
勝
宝
七
年
）
、
兵

部
少
輔(

ひ
ょ
う
ぶ
の
し
ょ
う)

と
し
て
防
人
の

監
督
に
当
た
っ
た
際
、
家
族
や
恋
人
を
思

う
若
き
兵
士
た
ち
の
歌
に
心
打
た
れ
、
こ

れ
を
『
万
葉
集
』
の
中
に
収
め
た
。



中
国
古
代
の
歌
謡

一
方
、
こ
れ
よ
り
千
年
以
上
も
前
、
中

国
の
周
王
朝
で
は
、
こ
う
し
た
庶
民
の
思

い
を
詠
ん
だ
歌
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


中
国
古
代
の
歌
謡

進
軍
太
鼓
が
鳴
り
響
け
ば

武
器
を
手
に
躍
り
立
つ

衛
の
都
城
や
漕
の
城
壁
が
補
強
さ
れ

僕
ら
は
南
の
鄭
国
に
進
軍
す
る

公
孫
子
仲
将
軍
に
従
い

陳
と
宋
と
の
和
睦
を
は
か
っ
た
が

い
つ
に
な
っ
た
ら
帰
国
で
き
る
か

心
は
憂
う
ば
か
り

あ
ち
こ
ち
を
転
戦
す
る
中
に
馬
も
失
い

探
し
て
み
れ
ば
林
の
下
に『

詩
経
』
撃
鼓

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


中
国
古
代
の
歌
謡

い
っ
し
ょ
に
生
き
て
い
こ
う

そ
う
誓
い
合
っ
た
ね

き
み
の
手
を
握
り

い
つ
ま
で
も
い
っ
し
ょ
だ
よ
と

で
も

い
ま
は
遠
く
離
れ

た
だ
死
を
待
つ
ば
か
り

遠
く
離
れ
て

き
み
と
の
約
束
も
果
た
せ
ぬ
ま
ま

『
詩
経
』
撃
鼓

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0033.html


古
代
歌
謡
の
世
界

恋
の
喜
び
、
暴
政
へ
の
怒
り
、
戦
争
の

悲
し
み
。

周
代
に
な
る
と
、
庶
民
の
喜
怒
哀
楽
を

歌
っ
た
歌
が
数
多
く
記
録
さ
れ
、
や
が
て

そ
れ
ら
は
『
詩
経
』
と
い
う
古
代
歌
謡
集

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
。

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


日
本
の
大
伴
家
持
や
中
国
の
周
王

朝
は
、
な
ぜ
庶
民
の
歌
謡
を
採
集
し

た
の
か
？

？

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


講義内容

第一節 殷周革命

～神の支配から人の支配へ

第二節 許慎『説文解字』

 ～漢字の成り立ちを明らかに

第三節 采詩の官と詩経

 ～民の歌声を政治に

第四節 詩経が伝える周代の民謡

 ～「撃鼓」と「君子于役」を例に



第一節

殷周革命

神の支配から人の支配へ



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

漢字の誕生



亀甲に刻まれた甲骨文字

殷
代
の
文
字
は
、
な
ぜ
亀
の
甲
羅
や
動

物
の
骨
に
刻
ま
れ
て
い
た
の
か
？

？



亀甲に刻まれた甲骨文字

甲
骨
文
字
＝
甲
骨
で
の
占
い
の
記
録

殷
代
に
は
王
が
占
い
に
よ
っ
て
神
意
を

う
か
が
い
政
治
を
行
う
、
祭
政
一
致
の
神

権
政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
。

占
い
に
は
亀
甲
や
獣
骨
が
使
わ
れ
、
そ

の
表
面
に
は
占
い
の
内
容
や
結
果
が
刻
ま

れ
た
。
こ
れ
が
甲
骨
文
字
で
あ
る
。



亀甲に刻まれた甲骨文字

日
本
で
は
亀
の
甲
羅
の
占
い
は
行
わ
れ

て
い
る
の
か
？

？



「大嘗祭へ向けて斎田点定の儀～亀の甲羅で占う」（ANN 2019年5月13日）



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

祭政一致の神権政治＝神が支配する時代



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

祭政一致の神権政治＝神の権威による政治

牧野の戦い＝殷の神権政治への反乱



牧野の戦い



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

祭政一致の神権政治＝神の権威による政治

天命論に基づく徳治＝人の責任による政治

殷周革命



天
命
論
と
は

天
命
論
と
は
、
天
は
地
上
の
有
徳
な
る

人
物
に
命
を
下
し
、
天
に
代
わ
っ
て
人
々

を
治
め
さ
せ
る
と
い
う
思
想
。

殷
を
滅
ぼ
し
、
新
た
な
王
朝
を
築
い
た

周
は
、
こ
の
天
命
論
に
よ
っ
て
王
朝
交
代

の
正
当
性
を
理
論
づ
け
る
と
も
に
、
為
政

者
が
自
ら
を
律
す
る
政
治
思
想
と
し
た
。

大盂鼎（B.C.1000頃）



周
王
朝
が
誕
生
し
た
の
は
、
い
ま
か
ら

三
千
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の

当
時
、
天
命
論
な
ど
と
い
う
政
治
思
想
が

唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
か
？

大盂鼎（B.C.1000頃）

？



大
盂
鼎

周
初
か
ら
天
命
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
、
青
銅
器
の
発
見
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
。

一
八
二
一
年
、
陝
西
省
で
周
の
康
王
二

三
年
（
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
ご
ろ
）
に
作

ら
れ
た
青
銅
製
の
鼎
が
発
見
さ
れ
た
。
器

内
に
は
殷
を
滅
ぼ
し
た
武
王
の
孫
・
康
王

が
、
盂
と
い
う
臣
下
に
与
え
た
策
命
が
鋳

込
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
殷
周
間
の
王
朝

交
代
を
天
命
に
よ
っ
て
説
明
し
た
一
節
が

あ
っ
た
。
天
命
論
に
関
す
る
最
古
の
資
料

で
あ
る
。
北
京
国
家
博
物
館
蔵
。

大盂鼎（B.C.1000頃）



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



第二節

許慎『説文解字』

漢字の成り立ちを明らかに



漢
字
の
成
り
立
ち
を
明
ら
か
に

甲
骨
文
字
が
誕
生
し
た
の
は
、
い
ま
か

ら
三
千
六
百
年
前
。
周
代
に
大
盂
鼎
が
作

ら
れ
た
の
も
い
ま
か
ら
三
千
年
前
で
あ
る
。

現
在
の
漢
字
と
大
き
く
異
な
る
こ
れ
ら

の
文
字
は
、
ど
の
よ
う
に
解
読
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

大盂鼎（B.C.1000頃）



（
周
代
）
大
盂
鼎
銘
文
（
拓
本
）

文 

王 

？ 

天
有 

大
命



（
周
代
）
大
盂
鼎
銘
文
（
拓
本
）

文 

王 

？ 

天
有 

大
命

こ
れ
は
何
と
い
う
字
？

？



（
周
代
）
大
盂
鼎
銘
文
（
拓
本
）

文 

王 

受 

天
有 

大
命

？
こ
れ
は
何
の
字
？



古
代
漢
字
の
解
読

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
字
を
解
読
し
た
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
学
者
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン

（Jean
-
F
ran

ço
is C

h
am

p
o
llio

n

、
一
七
九
〇
～

一
八
三
二
年
）
で
あ
る
が
、
中
国
の
古
代
文

字
は
ふ
る
く
か
ら
中
国
人
自
身
に
よ
っ
て

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

い
ま
か
ら
お
よ
そ
千
九
百
年
前
の
後
漢

の
時
代
に
は
、
許
慎
（
五
八
？-
一
四
七
？
）

と
い
う
学
者
が
『
説
文
解
字
』
と
い
う
字

書
を
著
し
、
六
書
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、

漢
字
の
成
り
立
ち
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
後
漢
）
許
慎
『
説
文
』
（
唐
代
九
世
紀
写
本
）



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

BC1000年頃、周で大盂鼎が作られる

BC771年、反乱により周が都を洛邑に移す

→重い青銅器などは地中に埋められた

1821年、陝西省郿県礼村で大盂鼎が発掘される

100年頃、後漢の許慎が『説文解字』を著す



六書～漢字の生成原理

（
後
漢
）
許
慎
『
説
文
』
（
唐
代
九
世
紀
写
本
）

六書 例

象形 日、月、象など

指示 上、下など

会意 林、森など

形声 江、河など

転注 考、老など

仮借 令、長など



六書～漢字の生成原理

六書 例

象形 日、月、象など

指示 上、下など

会意 林、森など

形声 河、和など

転注 考、老など

仮借 令、長など



六書～漢字の生成原理

六書 例

象形 日、月、象など

指示 上、下など

会意 林、森など

形声 河、和など

転注 考、老など

仮借 令、長など
甲骨文字甲骨文字



（
周
代
）
大
盂
鼎
銘
文
（
拓
本
）

文 

王 

受 

天
有 

大
命

こ
の
字
は
本
当
に
「
受
」
な
の
か
？

？



（
後
漢
）
許
慎
『
説
文
解
字
』

物
が
落
ち
、
上
下
相
付
す
な
り
。
爪
と

又
＊
に
従
う
。
『
詩
経
』
の
「
摽
有

梅
」
の
ご
と
く
読
む
。

＊
爪
と
又
は
い
ず
れ
も
手
の
象
形
文
字



（
後
漢
）
許
慎
『
説
文
解
字
』

船
な
り
。
古
は
共
鼓
と
貨
狄
、
木
を
刳

ち
て
舟
を
為
し
、
木
を
剡
っ
て
楫
と
し
、

以
て
不
通
を
済
く
。
象
形
。
お
よ
そ
舟

の
属
は
み
な
舟
に
従
う
。



相
付
す
也
。
𠬪
に
従
い
、
舟

の
省
の
声
。
殖
酉
の
切
。

（
後
漢
）
許
慎
『
説
文
解
字
』

受



六書～漢字の生成原理

大盂鼎の文字（拓本）

六書 例

象形 日、月、象など

指示 上、下など

会意 林、森など

形声 河、和など

転注 考、老など

仮借 令、長など



周
代
の
天
命
論

こ
れ
九
月
、
王
、
宗
周
に
在
り
、
盂
に

命
ず
。
王
、
若
く
の
ご
と
く
曰
く
「
盂
よ
、

丕
い
に
顕
ら
か
な
る
文
王
、
天
の
有
す
る

大
命
を
受
け
、
武
王
に
在
り
て
、
文
王
を

嗣
ぎ
て
邦
を
作
し
た
ま
え
り
。
」

大
盂
鼎
銘
文周

康
王
二
十
三
年(

紀
元
前
千
年
頃 )



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

BC1000年頃、周で大盂鼎が作られる

BC771年、反乱により周が都を洛邑に移す

→重い青銅器などは地中に埋められた

1821年、陝西省郿県礼村で大盂鼎が発掘される

100年頃、後漢の許慎が『説文解字』を著す



第三節

采詩の官と詩経

民の声を政治に



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

祭政一致の神権政治＝神が支配する時代

天命論に基づく徳治＝人が支配する時代

殷周革命



大盂鼎の銘文（拓本）

采
詩
の
官
と
詩
経

天
命
論
は
殷
代
の
神
権
政
治
に
代
わ
り
、

周
代
の
徳
治
政
治―

―

神
託
を
受
け
た
有

徳
者
が
責
任
を
も
っ
て
人
々
を
治
め
る
こ

と―
―

に
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
た
。

そ
の
一
方
で
為
政
者
の
徳
が
衰
え
、
民

心
が
離
れ
れ
ば
、
天
命
は
他
の
有
徳
者
に

移
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
周
は
各

地
の
風
俗
を
理
解
し
、
政
治
の
得
失
を
知

る
た
め
、
采
詩
の
官
を
設
け
、
民
間
に
伝

わ
る
歌
謡
を
採
集
し
た
。

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
詩
は
、
後
年
、

孔
子
に
よ
っ
て
教
団
の
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
、

儒
家
の
経
典
の
一
つ
『
詩
経
』
と
な
っ
た
。



漢
書
芸
文
志

詩
経
二
十
八
巻
魯
斉
韓
三
家

【
解
説
】

漢
書
芸
文
志
は
漢
書
十
志
の
一
。
後
漢

時
代
に
劉
向
の
『
別
録
』
、
劉
歆
の
『
七

略
』
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
図
書
目
録
。

現
存
す
る
中
国
の
図
書
目
録
と
し
て
は
最

古
の
も
の
。



采
詩
の
官―

歌
謡
に
よ
る
世
論
調
査

『
書
』
に
曰
く
「
詩
は
志
を
言
い
、

歌
は
言
を
詠
ず
」
故
に
哀
楽
の
心
感
ず

れ
ば
、
歌
詠
の
声
を
発
す
。
其
の
言
を

誦
ず
る
を
之
れ
詩
と
謂
い
、
其
の
声
を

詠
ず
る
を
之
れ
歌
と
謂
う
。
故
に
古
に

采
詩
の
官
あ
り
、
王
者
は
以
っ
て
風
俗

を
観
、
得
失
を
知
り
、
自
ら
を
考
正

す
。
」

（
後
漢
）
班
固 

漢
書
芸
文
志
・
詩
経



歌
謡
の
採
集
を
通
じ
て
、
庶
民
の
風
俗

や
政
治
の
得
失
を
理
解
し
よ
う
す
る
采
詩

は
、
本
当
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大盂鼎（B.C.1000頃）

？



近
代
に
続
く
采
詩
の
伝
統

歌
謡
の
採
集
を
通
じ
て
、
庶
民
の
風
俗

や
政
治
の
得
失
を
理
解
し
よ
う
す
る
采
詩

の
伝
統
は
、
近
代
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
た
。

日
中
戦
争
の
最
中
、
黄
土
高
原
の
貧
し

い
農
村
を
根
拠
地
と
し
て
戦
っ
て
い
た
中

国
共
産
党
は
、
農
民
た
ち
の
心
を
理
解
し
、

そ
の
協
力
を
得
る
た
め
、
農
村
に
調
査
員

を
送
っ
て
農
民
た
ち
の
歌
謡
を
採
集
し
た
。

左
写
真
は
映
画
「
黄
色
い
大
地
」
よ
り



八路軍の根拠地・延安



資料映像：映画「黄色い大地」より



詩
経
と
は
？

周
代
初
め
（
前
一
一
世
紀
）
か
ら
春
秋
時

代
末
（
前
六
世
紀
）
ま
で
の
五
百
年
ほ
ど
の

間
に
採
集
さ
れ
た
歌
謡
は
、
宗
廟
の
祭
祀

で
歌
わ
れ
た
楽
歌
と
と
も
に
計
三
〇
五
首

か
ら
な
る
詩
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
中
国

最
古
の
詩
集
『
詩
経
』
で
あ
る
。

儒
家
の
祖
で
あ
る
孔
子
は
、
こ
れ
を
教

団
の
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
に
採
用
し
た
た
め
、

儒
教
経
典
の
一
つ
と
な
っ
た
。

詩経の分類と篇数

分類 内容 篇数

風

周南、召南、
邶風、鄘風、
衛風、王風、
鄭風、齊風、
魏風、唐風、
秦風、陳風、
檜風、曹風、
豳風
（十五風）

黄河流域諸
国の楽歌

160

雅 小雅、大雅 王畿の楽歌 105

頌
周頌、魯頌、
商頌

王宮の祭祀
楽歌

40



第四節

詩経が伝える

周代の民謡

「撃鼓」と「君子于役」を例に



詩
経
邶
風
・
撃
鼓

撃
鼓
は
、
紀
元
前
八
世
紀
に
衛
国
領
内

の
旧
邶
の
地
で
歌
わ
れ
て
い
た
民
謡
。

毛
詩
に
よ
れ
ば
、
「
衛
の
州
吁
、
兵
を

用
い
る
こ
と
暴
乱
。
公
孫
文
仲
を
将
と
し

て
陳
と
宋
と
を
平
ら
げ
し
む
。
国
人
は
其

の
勇
に
し
て
礼
な
き
を
怨
」
み
、
こ
の
歌

を
作
っ
た
と
い
う
。

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


邶（河南省湯陰県東南）



詩
経
邶
風
・
撃
鼓

撃
鼓
は
、
紀
元
前
八
世
紀
に
衛
国
領
内

の
旧
邶
の
地
で
歌
わ
れ
て
い
た
民
謡
。

毛
詩
に
よ
れ
ば
、
「
衛
の
州
吁
、
兵
を

用
い
る
こ
と
暴
乱
。
公
孫
文
仲
を
将
と
し

て
陳
と
宋
と
を
平
ら
げ
し
む
。
国
人
は
其

の
勇
に
し
て
礼
な
き
を
怨
」
み
、
こ
の
歌

を
作
っ
た
と
い
う
。

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


中
国
古
代
の
反
戦
歌
謡

進
軍
太
鼓
鳴
り
響
け
ば

武
器
を
手
に
躍
り
立
つ

衛
の
都
・
朝
歌
や
漕
で

城
壁
が
補
強
さ
れ
る
中

僕
ら
は
南
の
鄭
国
へ
と

軍
を
進
め
る

『
詩
経
』
撃
鼓

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


中
国
古
代
の
反
戦
歌
謡

公
孫
子
仲
将
軍
に
従
い

陳
と
宋
と
の
和
睦
を
は
か
っ
た
が

い
つ
に
な
れ
ば
帰
国
で
き
る
の
だ
ろ
う

心
は
憂
う
ば
か
り

あ
ち
こ
ち
を
転
戦
す
る
中
に

馬
も
姿
を
消
し

探
し
て
み
れ
ば

林
の
下
に

『
詩
経
』
撃
鼓

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html


中
国
古
代
の
反
戦
歌
謡

い
っ
し
ょ
に
生
き
て
い
こ
う

そ
う
誓
い
合
っ
た
ね

き
み
の
手
を
握
り

い
つ
ま
で
も
い
っ
し
ょ
だ
よ
、
と

で
も

い
ま
は
遠
く
離
れ

た
だ
死
を
待
つ
ば
か
り

遠
く
離
れ
て

き
み
と
の
約
束
も
果
た
せ
ぬ
ま
ま

『
詩
経
』
撃
鼓

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0033.html


詩
経
王
風
・
君
子
于
役

王
風
は
東
周
王
朝
が
直
轄
し
て
い
た
地

方
の
民
謡
を
集
め
た
も
の
。
周
王
朝
東
遷

後
の
平
王(

紀
元
前
七
七
〇
～
同
七
二
〇)

、
桓

王(

紀
元
前
七
一
九
～
同
六
九
七)
、
荘
王(

紀
元

前
六
九
六
～
同
六
八
二)

三
代
の
詩
を
収
め
る
。

君
子
于
役
は
、
邶
風
の
撃
鼓
と
は
逆
に
、

夫
を
戦
争
に
取
ら
れ
た
女
性
側
の
心
情
を

歌
っ
て
い
る
。

 

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/02/t045s0072.html


詩
経
王
風
・
君
子
于
役

王
風
は
東
周
王
朝
が
直
轄
し
て
い
た
地

方
の
民
謡
を
集
め
た
も
の
。
周
王
朝
東
遷

後
の
平
王(

紀
元
前
七
七
〇
～
同
七
二
〇)

、
桓

王(

紀
元
前
七
一
九
～
同
六
九
七)

、
荘
王(

紀
元

前
六
九
六
～
同
六
八
二)

三
代
の
詩
を
収
め
る
。

君
子
于
役
は
、
邶
風
の
撃
鼓
と
は
逆
に
、

夫
を
戦
争
に
取
ら
れ
た
女
性
側
の
心
情
を

歌
っ
て
い
る
。

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/02/t045s0072.html
http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/02/t045s0073.html


王畿（河南省洛陽一帯）



中
国
古
代
の
反
戦
歌
謡

戦
場
に
行
っ
た
あ
な
た
は

い
つ
帰
る
の
で
し
ょ
う

鶏
た
ち
も
巣
に
も
ど
る
夕
暮
れ
時

羊
や
牛
も
山
を
下
り
て
き
ま
し
た

戦
場
に
い
っ
た
あ
な
た

思
う
の
は
あ
な
た
の
こ
と
ば
か
り

『
詩
経
』
王
風
・
君
子
于
役

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/02/t045s0072.html
http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/02/t045s0073.html


中
国
古
代
の
反
戦
歌
謡

戦
場
に
い
っ
た
あ
な
た

帰
る
と
き
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

い
つ
ま
た
逢
え
る
の
で
し
ょ
う

鷄
も
と
ま
り
木
に
眠
る
夕
暮
れ
時

羊
や
牛
も
柵
の
中
に
も
ど
り
ま
し
た

戦
場
に
い
っ
た
あ
な
た
が

飢
え
苦
し
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に

『
詩
経
』
王
風
・
君
子
于
役

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/02/t045s0072.html
http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/02/t045s0073.html


古
代
歌
謡
の
世
界

民
衆
の
歌
謡
は
天
の
声
の
現
れ
で
あ
り
、

為
政
者
は
そ
れ
を
通
じ
て
、
政
治
の
得
失

を
知
り
、
自
ら
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
と

す
る
古
代
中
国
の
歌
謡
観
は
、
わ
が
国
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

大
伴
家
持
が
日
本
最
古
の
和
歌
集
で
あ

る
万
葉
集
を
編
ん
だ
と
き
、
防
人
の
歌
や

東
歌
な
ど
数
多
く
の
地
方
民
衆
の
歌
を
収

め
た
の
も
、
こ
う
し
た
歌
謡
観
の
影
響
を

受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。



七
五
五
年
（
天
平
勝
宝
七
年
）
二
月
、

兵
部
少
輔(
ひ
ょ
う
ぶ
の
し
ょ
う)

と
し
て
筑

紫
に
派
遣
さ
れ
る
防
人
た
ち
の
監
督
に
当

た
っ
た
大
伴
家
持
は
、
故
郷
に
残
し
て
き

た
家
族
へ
の
思
い
を
歌
う
防
人
た
ち
の
歌

に
心
打
た
れ
、
こ
れ
を
記
録
し
た
。

こ
う
し
た
歌
謡
の
蒐
集
は
、
現
実
の
政

治
を
正
す
上
で
役
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

？



歌
謡
が
伝
え
る
民
の
声
を
政
治
に

大
伴
家
持
が
防
人
た
ち
の
歌
を
記
録
し

て
か
ら
二
年
後
の
天
平
宝
字
元
年(

七
五

七
年)

閏
八
月
、
孝
謙
天
皇
は
大
宰
府
の

防
人
に
板
東
諸
国
の
兵
士
を
派
遣
す
る
の

を
や
め
、
西
海
道
七
国
の
兵
士
を
当
て
る

よ
う
勅
命
を
下
し
た
。

翌
天
平
宝
字
二
年(

七
五
八)

に
は
、
采

風
の
官
に
倣
っ
て
問
民
苦
使
が
各
地
に
派

遣
さ
れ
、
賦
役
の
軽
減
や
貧
病
者
の
救
済

が
行
わ
れ
た
。

『續日本紀』巻二十天平宝字元年



ま
と
め

◼

殷
を
滅
ぼ
し
、
天
下
を
支
配
す
る
こ
と
に

な
っ
た
周
は
、
そ
れ
ま
で
の
神
権
政
治
に

代
え
て
、
天
命
論
に
基
づ
く
人
間
中
心
の

政
治
を
始
め
た
。

◼

天
命
論
は
、
人
が
神
に
代
わ
っ
て
人
々
を

治
め
る
こ
と
に
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
る

一
方
、
統
治
者
の
徳
が
衰
え
、
民
心
が
離

れ
れ
ば
、
天
命
は
他
の
有
徳
者
に
移
る
と

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
周
は
、
各
地
の
風
俗

を
理
解
し
、
政
治
の
得
失
を
知
ろ
う
と
、

采
詩
の
官
を
設
け
、
民
間
に
伝
わ
る
歌
謡

を
採
集
し
た
。

◼

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
歌
謡
は
、
祭
祀
の

場
で
歌
わ
れ
た
楽
歌
な
ど
と
も
に
三
百
首

ほ
ど
に
ま
と
め
ら
れ
、
中
国
最
古
の
詩
集

で
あ
る
『
詩
経
』
が
誕
生
し
た
。

◼

采
詩
の
思
想
は
古
代
日
本
に
も
影
響
を
与

え
、
『
万
葉
集
』
に
防
人
の
歌
な
ど
が
採

録
さ
れ
た
ほ
か
、
采
風
の
官
に
倣
っ
て
問

民
苦
使
が
各
地
に
派
遣
さ
れ
、
賦
役
の
軽

減
や
貧
病
者
の
救
済
が
行
わ
れ
た
。
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